
倉
掛
全
戸
側
溝
清
掃
で
出
た

土
砂
の
片
付
け
が
６
月
４
日
、

自
治
連
合
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。井

原
大
橋
下
へ
午
前
８
時
30

分
に
集
合
し
た
役
員
10
人
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
４
台
で
土
砂
が
入

っ
た
土
の
う
袋
を
い
っ
た
ん
回

収
。
事
前
に
協
力
依
頼
を
し
て

い
た
市
役
所
の
ダ
ン
プ
カ
ー
へ

積
み
替
え
て
は
中
身
を
取
り
出

す
作
業
に
汗
を
流
し
、
荷
台
が

満
杯
に
な
る
と
市
が
処
分
場
へ

搬
送
し
た
。

午
前
10
時
頃
に
は
す
べ
て
の

作
業
が
終
了
。
役
員
は
引
き
続

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
少
年

団
資
源
回
収
の
応
援
に
回
る
な

ど
、
こ
の
日
は
多
忙
な
一
日
を

過
ご
し
た
。

井
原
分
団
第
３
部
が
倉
掛
夏

目
両
自
治
連
合
会
の
要
請
を
受

け
て
６
月
４
日
、
管
轄
地
内
の

暗
き
ょ
４
カ
所
の
清
掃
を
実
施

し
た
。

団
員
ら
は
片
岡
憲
一
部
長
の

指
揮
で
午
前
７
時
よ
り
元
大
西

歯
科
前
の
側
溝
と
暗
き
ょ
、
続

い
て
倉
掛
公
園
北
側
の
深
い
側

溝
の
土
砂
を
取
り
除
き
、
放
水

で
暗
き
ょ
の
ゴ
ミ
な
ど
を
洗
い

流
し
た
。
さ
ら
に
夏
目
地
区
２

カ
所
（
広
島
銀
行
北
及
び
夏
目

公
園
）
に
つ
い
て
も
６
月
定
例

試
運
転
を
兼
ね
て
行
っ
た
。

令
和
２
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
休
止
し
て

い
た
つ
ど
え
～
る
カ
フ
ェ
が
６

月
７
日
、
３
年
３
カ
月
ぶ
り
に

再
開
さ
れ
24
人
が
訪
れ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
の
諸
物
価
高
騰

で
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
一
杯
に

菓
子
を
付
け
て
百
円
で
提
供
す

る
の
は
厳
し
い
状
況
。
運
営
に

当
た
る
倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

（
つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ら
は

「
お
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
ま
で

は
残
念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん

が
、
何
と
か
や
り
く
り
し
て
憩

い
の
場
づ
く
り
と
市
民
活
動
の

推
進
に
役
立
ち
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
る
。

今
後
は
毎
週
水
曜
日
午
後
０

時
30
分
～
同
３
時
ま
で
開
く
予

定
。
（
水
曜
日
が
祝
祭
日
の
場

合
は
休
み
）

楽
し
め
る
手
話
体
験
講
座
が

６
月
24

日
と
７
月
22

日
の
２

回
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
る

に
あ
た
り
参
加
者
を
募
集
し
て

い
る
。

井
原
市
は
平
成
30
年
４
月
１

日
に
手
話
言
語
条
例
が
施
行
さ

れ
、
つ
ど
え
～
る
で
も
自
己
紹

介
程
度
の
手
話
は
市
民
の
多
く

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
毎
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
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消防井原分団第３部

倉
夏
の
暗
き
ょ
清
掃

郷
社
足
次
山
神
社
は
地
元
住

民
に
月
例
清
掃
の
協
力
を
得
る

た
め
、
４
月
役
員
会
で
取
り
決

め
た
年
間
行
事
予
定
表
を
倉
掛

夏
目
の
各
世
帯
へ
配
布
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
６
月
４
日
の

定
例
清
掃
。
お
知
ら
せ
く
ん
と

の
ダ
ブ
ル
伝
達
に
関
係
者
は
期

待
を
寄
せ
た
。

し
か
し
、
集
ま
っ
た
の
は
い

つ
も
の
顔
ぶ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
。

先
祖
を
祀
る
氏
神
様
の
資
料
を

受
け
取
ら
な
い
世
帯
が
あ
る
こ

と
も
こ
の
日
、
分
か
っ
た
。

古
来
よ
り
続
い
て
き
た
地
域

の
氏
子
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
神

社
役
員
ら
は
、
違
う
形
の
〝
奉

仕
〟
と
し
て
、
協
力
金
拠
出
も

選
択
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
す

る
見
通
し
。

氏
子
の
〝
奉
仕
〟
検
討

倉
夏
へ
年
間
予
定
表
配
布

つ
ど
え
～
る

倉
掛
少
年
団
春
季
資
源
回
収
が
６
月
４

日
、
青
空
の
下
で
行
わ
れ
た
。

午
前
８
時
、
Ｊ
Ａ
岡
山
西
駐
車
場
に
集

合
し
た
団
員
ら
を
前
に
、
育
成
会
の
花
本

啓
史
会
長
が
こ
の
日
の
注
意
事
項
を
伝

え
、
井
原
町
下
町
の
佐
藤
物
産
㈱
へ
徒
歩

で
移
動
。

集
積
所
と

な
る
同
社
に

着
く
と
佐
藤

高
志
社
長
か

ら
少
年
団
が

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
体
験
す
る
意
義
を
聞

き
、
回
収
に
移
っ
た
。

作
業
は
育
成
会
員
の
運
転
す
る
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
団
員
が
一
人
ず
つ
同
乗
し
て
倉
掛

地
内
を
回
り
、
各
家
々
の
前
に
出
さ
れ
た

新
聞
や
古
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
や
鉄
く
ず
を

積
み
込
ん
だ
。
溝
上
げ
を
終
え
た
倉
掛
自

治
連
合
会
役
員
も
助
っ
人
に
加
わ
っ
た
。

作
業
が
一
段
落
す
る
と
佐
藤
社
長
夫
妻

か
ら
流
し
ソ
ー
メ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

り
、
団
員
と
育
成
会
員
ら
親
子
共
々
ご
ち

そ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
流

し
ソ
ー
メ

ン
セ
ッ
ト

は
立
派
な

青
竹
を
切

っ
て
き
れ

い
に
仕
上
げ
ら
れ
た
本
格
的
な
も
の
で
、

カ
ッ
プ
や
箸
も
す
べ
て
天
然
竹
。
暑
い
中

を
頑
張
っ
た
少
年
団
関
係
者
に
と
っ
て
格

別
の
味
に
皆
の
笑
顔
が
は
じ
け
た
。
回
収

作
業
は
正
午
ご
ろ
無
事
終
了
し
た
。

倉
掛
少
年
団
資
源
回
収

井

原

分

団

第

３

部

つ
ど
え
～
る
カ
フ
ェ

３
年
３
カ
月
ぶ
り
再
開

手
話
体
験
講
座

参
加
者
募
集
中

郷社清掃問題

５月から６月にかけて市内全地区で行わ

れる溝掃除は、従来より一般住民にとって

も自治会関係者にとっても環境衛生の面で

欠かせない年中行事の一つ。

倉掛自治連・側溝土砂回収

段ボールを回収する団員ら「おいしいね」と笑顔

手
旗
信
号
を
送
る
片
岡
部
長



ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
（
森
典
子
会
長
）
が

郷
社
足
次
山
神
社
境
内
で
６
月

５
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
会
を
開
き
、
関
係
者
19
人

が
参
加
し
た
。

準
備
が
整
っ
た
午
前
９
時
30

分
、
数
人
単
位
に
分
か
れ
て
同

時
ス
タ
ー
ト
し
、
神
社
特
有
の

コ
ー
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

想
定
外
の
球
の

転
が
り
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
二
つ
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

が
出
る
な
ど
、
好

天
の
下
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

結
果
、
経
験
豊

富
な
倉
掛
３
組
の

岡
本
哲
二
さ
ん
が

優
勝
し
た
。

「
火
花
ち
る

心
を
も
や
せ

と
ら

と

り
ゅ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
井
原
小
学
校
・
幼
稚
園

運
動
会
が
５
月
20
日
、
曇
り
空

の
下
で
開
か
れ
た
。

午
前
８
時
40
分
か
ら
の
開
会

式
に
続
い
て
全
校
生
徒
ら
に
よ

る
ラ
ジ
オ
体
操
。
そ
の
後
、

「
全
力
リ
レ
ー
！
バ
ト
ン
を
つ

な
げ
！
」
な
ど
五
つ
の
得
点
種

目
を
含
む
11
の
演
技
が
行
わ
れ

た
。今

年
は
地
区
住
民

も
参
加
す
る
「
玉
入

れ

」
と
「
長
縄
跳

び
」
が
加
わ
っ
た
こ

と
で
、
井
原
公
民
館

や
自
治
会
関
係
者
も

協
力
。
会
場
を
訪
れ

る
一
般
観
客
も
多
か

っ
た
。

２
０
２
３
井
原
町
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
同
好
会
の
リ
ー
グ
戦
が
５

月
28
日
、
開
幕
し
た
。

開
会
式
に
続
い
て
Ｂ
コ
ー
ト

の
試
合
は
倉
掛
対
夏
目
の
好
カ

ー
ド
。
夏
目
が
初
回
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
含
む
長
短
打
で
５
点
を

挙
げ
る
と
、
そ
の
裏
に
は
倉
掛

も
反
撃
し
て
同
点
に
追
い
つ
く

展
開
に
。

し
か
し
、
２
回
に
夏
目
の
打

線
が
爆
発
。
大
量
９
得
点

を
挙
げ
た
の
に
対
し
て
倉

掛
は
主
軸
の
４
番
渡
辺
大

輔
選
手
が
右
足
を
傷
め
ベ

ン
チ
へ
下
が
る
不
運
な
ど

も
あ
っ
て
敗
れ
た
。

続
く
２
試
合
目
は
Ｖ
Ｉ

Ｐ
と
対
戦
し
た
が
、
結
果

的
に
打
ち
負
け
、
倉
掛
は
こ
の

日
０
勝
２
敗
と
出
遅
れ
た
。
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6/24  つどえ～る手話体験講座①

6/25  井原町ソフトボールリーグ戦

7/ 1  郷社足次山神社役員会

7/ 2  井原分団第３部試運転日

7/ 2  郷社一斉清掃 8:00～10:00

7/ 2  井原市公民館対抗３世代グラ

ウンド・ゴルフ大会

7/ 5～16 野鳥写真展（つどえ～る）

7/ 8  野鳥セミナー（つどえ～る）

7/15  倉掛少年団キャンプ

7/15～7/16 真備美しい森

7/15  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

7/16  欅の杜・杜の市

9：00～11：00 門田町

7/22  つどえ～る手話体験講座②

7/23  倉掛少年団ラジオ体操

7/23～8/5 郷社境内

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェは毎週水曜

日12：30～15：00

※つどえ～る朝市はコロナ禍の

ため休止中

倉 掛 ほ っ と 情 報

井原公民館（山岡

弘幸館長）のホーム

ページをリニューア

ルするにあたり５月

下旬、ＮＰＯ法人市

民交流ネットワーク

井原が全体のレイア

ウト作成に協力した。「新着情報」をはじめ

「組織」「行事予定」「井原町まちづくりの

会」「講座・教室」「公民館だより」「リン

ク」「アクセス」など９ページで構成。今はま

だ箱ものが出来た段階だが、中身は公民館関係

者によって順次仕上がっていく予

定。ＵＲＬやメールアドレスに変更

はない。

http://www.ibara.ne.jp/~ibara-km/

リ
ー
グ
戦
開
幕

■井原公民館のＨＰリニューアル （5/30）

倉
掛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

井
原
小
学
校
で
運
動
会

倉 夏

掛 目

５ ５

２ ９

０ ５

× ×

７ 19

岡本哲二さんは20.21の好スコア

倉掛８組の田中達也選手

戦
績
は

一

勝

一

敗

井
原
学
区
少
年
団
球
技
大
会

井原学区少年団球技大会が曇り

空の６月18日、井原小学校校庭で

開かれ８チームが参加した。

倉掛は初戦の向町に敗れたが、

続く夏目との２戦目は皆の動きも

良くなり９－７で競り勝った。

夏
目
と
の
試
合
終
了
後
、
倉

掛
の
応
援
席
に
勝
利
の
報
告

倉 Ｖ
Ｉ
Ｐ掛

０ ０

１ ２

０ ０

１ ７

２ ５

４ 14

巧
み
な
キ
ッ
ク
で
出
塁
し
た
河
合
遥
希
君


